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【
会
期
】

10
月
21
日
㈯
～
12
月
3
日
㈰

※
月
曜
日
休
館

【
入
場
料
】

一
般
８
０
０
円
（
６
０
０
円
）

高
校
・
大
学
生
６
０
０
円
（
４
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
や
前
売

　

り
な
ど
の
割
引
料
金
。
11
月
３
日
の

　

文
化
の
日
は
入
場
料
無
料

展
示
会
場
・
作
家

　

美
術
館
を
メ
イ
ン
に
、
市
内
の
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
で
各
作
家
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

●
市
立
美
術
館　

今
和
泉
隆
行
（
鹿
児

島
県
出
身
）、
小
山
田
徹
（
鹿
児
島
県

出
身
）、
島し
ま
ざ
き嵜
清き
よ
ふ
み史
（
宮
崎
県
出
身
・

在
住
）、戸
高
千
世
子
（
宮
崎
県
出
身
・

鹿
児
島
県
在
住
）、
早
川
直
己
（
都
城

市
在
住
）、姫
田
真ま

な

武ぶ

（
宮
崎
県
出
身
）、

平
川
渚
（
鹿
児
島
県
在
住
）、
宮
田

君く
ん
ぺ
い平（

宮
崎
県
出
身
）、芳よ

し

木き

麻
里
絵（
鹿

児
島
県
出
身
）

●
旧
製
本
工
場
・
旧
東
町
工
場
（
東
町

18

－

10
）　

島
嵜
清
史
、
宮
田
君
平

●
神
柱
公
園
、安
久
後ご

久き
ゅ
う

の
田
ん
ぼ（
安

久
町
１
８
２
８
）　

戸
高
千
世
子

※
各
会
場
の
地
図
は
、
特
別
展
チ
ラ
シ

　

裏
面
、
ま
た
は
特
別
展
特
設
サ
イ
ト

　

を
確
認
く
だ
さ
い
。
会
場
は
変
更
に

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

立
体
や
平
面
、
映
像
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
体
験
型
空
間
芸
術
）
な
ど
、
南

九
州
の
現
代
作
家
た
ち
の
多
様
な
表
現
を
感
じ
ら
れ
る
今
回
の
特
別
展
。
美
術
館
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
屋
外
や
空
き
家
な
ど
の
会
場
で
、
展
示
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
め
ま
す
。
同
時
代
・
同
地
域
の
身
近
な
現
代
作
家
た
ち
の
息
遣
い
を
、
ぜ
ひ
、

感
じ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

市
立
美
術
館　

☎
25

－

１
４
４
７

南
九
州
の
現
代
作
家
た
ち

Ｍメ

ッ

セ

ー

ジ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ
２
０
１
７

都
城
市
立
美
術
館
特
別
展

関連イベント

市立美術館
特別展特設サイト

※その他のイベント
　は、特別展の特設サ
　イトを確認ください

平川  渚 「ミナワ」 戸高  千世子 「豊島の気配」

早川  直己 「ピタゴラス礼拝堂」

島嵜  清史 「アウトライン」

芳木  麻里絵 「Curtain#02」

シンポジウム
「南九州のアート20年」
●日時　10月29日㈰  14時～16時
●定員　30人　※要予約
●パネリスト　藤浩志さん
　　　　　　　小山田徹さん
　　　　　　　高嶺格さん

※今回の市立美術館特別展は、一般財団法人自治総合センター
が行っている宝くじの社会貢献広報事業（コミュニティ助成
事業）を活用しています
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主
な
展
示
史
料

●
国
宝　

ア
メ
リ
カ
船
渡
来
風
説
図

「
極
密
書
」、
「
手
覚
書
」（
東
京

大
学
史
料
編
纂さ

ん

所
所
蔵
）
な
ど

●
重
要
文
化
財　

薩
州
鹿
児
島
見
取
絵

図
（
佐
賀
県
武
雄
市
所
蔵
）
な
ど

●
西
郷
隆
盛
関
係
史
料　

勝
海
舟

筆
・
西
郷
隆
盛
追
悼
詩
（
下
関
市
立

歴
史
博
物
館
所
蔵
）、

大お
お

牟む

礼れ

南な
ん

塘と
う

画
・
西
郷
隆
盛
肖
像
画
（
鹿
児
島
県

立
図
書
館
所
蔵
）
な
ど

【
会
期
】

［
前
期
］
10
月
14
日
㈯
～
11
月
５
日
㈰

［
後
期
］
11
月
７
日
㈫
～
11
月
26
日
㈰

※
月
曜
日
休
館
。
11
月
６
日
㈪
は
展
示

　

替
え
を
行
い
ま
す

【
入
館
料
】

大
人
４
０
０
円
（
３
０
０
円
）

高
校
・
大
学
生
３
０
０
円
（
２
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

　

本
宅
は
、
小
学
生
以
上
１
０
０
円

　

幕
末
維
新
の
動
乱
期
の
状
況
を
、
薩
摩
藩
と
都
城
島
津
家
、
そ
し
て
西
郷
隆
盛
の

活
躍
を
紹
介
し
な
が
ら
探
る
今
回
の
特
別
展
。
当
時
の
様
子
を
記
し
た
「
島
津
家
文

書
」
や
、
大
久
保
利と
し

通み
ち

に
宛
て
た
「
西
郷
隆
盛
書
簡
」
な
ど
の
国
宝
・
重
要
文
化
財

を
は
じ
め
、
西
郷
隆
盛
直
筆
の
書
や
肖
像
画
な
ど
、
貴
重
な
文
化
財
を
多
数
展
示
し

ま
す
。
時
代
を
大
き
く
動
か
し
た
先
人
た
ち
の
活
躍
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

幕
末
維
新
の
動
乱
と
都
城

― 

西
郷
隆
盛
と
都
城
島
津
家 

―

　

平
成
29
年
は
、
大
政
奉
還
や
都
城
島

津
家
の
六ろ

く

烈れ
っ

士し

自じ

刃じ
ん

か
ら
１
５
０
年
、

西
郷
隆
盛
を
盟
主
に
士
族
ら
が
起
こ
し

た
明
治
政
府
へ
の
反
乱
「
西
南
戦
争
」

か
ら
１
４
０
年
を
迎
え
ま
す
。

　

幕
末
か
ら
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代

を
迎
え
た
こ
の
動
乱
期
に
活
躍
し
た
の

が
「
西
郷
隆
盛
」。
彼
は
大
久
保
利
通

ら
と
連
携
し
な
が
ら
、
倒
幕
を
果
た
し

明
治
国
家
の
確
立
に
尽
力
し
ま
し
た

が
、
西
南
戦
争
で
そ
の
生
涯
を
終
え
ま

し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
鹿
児
島
市
立
美

術
館
所
蔵
の
「
服は
っ

部と
り

英え
い

龍り
ゅ
う

筆
・
西
郷
隆

盛
像
」
の
ほ
か
、
西
郷
隆
盛
を
主
役

に
、
薩
摩
藩
お
よ
び
都
城
島
津
家
の
活

躍
を
、
当
時
の
貴
重
な
史
料
を
も
と
に

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展

NHK宮崎放送局後援　都城島津伝承館特別展記念シンポジウム
　NHK大河ドラマ「西

せ ご

郷どん」の放送開始に先立ち、西郷隆盛の時
代と都城島津家の動向について講演します。
●日時　11月11日㈯　13時30分～16時
●場所　高城生涯学習センター
●基調講演　尚

しょう

古
こ

集
しゅう

成
せ い

館
か ん

館長　松尾千歳さん
●パネリスト　松尾千歳さん、原口泉さん（志學館大学教授）、
　　　　　　　山本博文さん（東京大学史料編纂所教授）、
　　　　　　　小平田志穂さん（尚古集成館学芸員）

関連イベント

服部英龍筆・西郷隆盛像（鹿児島市立美術館所蔵） 麒麟鳳凰図屏風　鳳凰図（都城島津邸所蔵）

白紫糸段威大鎧（個人所蔵）


